
6億2,400万円特老建設
基金

7,758万円国保財政
調整基金

基金残高基金名

加入世帯は、1,746世帯、被保険者
数は3,190人。

要介護（要支援）認定者は864人。
保険給付費は、13億7,528万円。

入所定員120床のうち41,128人
の利用がありました。デイサービス
利用者は年間延べ4,466人。

簡易水道3地区を管理運営。
1,450人に給水。

下水道１施設を管理運営。総加入戸
数は388戸、加入人口は1,044人。

合併浄化槽の管理運営。26年度は
16基設置。町内の全整備(管理）基
数は590基。

特別会計の基金積立状況は平
成27年3月31日現在で下記の
とおりとなっています。

春富区の山林の財産を管理している
会計。

被保険者数は2,530人（75歳以上
の人、一定の障がいをお持ちの65
歳以上74歳未満の人）。
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健全化判断比率
健全化判断比率で示された４指標。指標の数値によって、まず早期健全化団体
になり自主努力による改善、だめなら財政健全化団体として国が関与する２段
構えの仕組みになっています。

　一般会計を対象とした指標です。一般会計
の収支（歳入－歳出）から、翌年度に繰り越すべ
き財源を差し引いた決算額が赤字になる場
合、赤字額の標準財政規模（※ 1）に対する割
合を表したのが、実質赤字比率です。和水町で
は平成２６年度一般会計決算の実質収支額は
７億７，９８６万円の黒字となるため、比率は算定
されません。

　借金の返済負担の重さを示す指標で、全会
計および一部事務組合等が対象範囲となりま
す。借金の返済にかかるお金は、ひとたび増大
してしまうと短期間での削減や先送りすること
が困難なため、一定以上の規模にならないよう
にすることが大切です。和水町は前年度の６.５
％から０．１％回復の６．４％となり、健全に推移し
ています。

　すべての会計（和水町の場合、一般会計と８の
特別会計（春富財産区特別会計を除く）を対象と
した指標で、全会計における赤字・黒字の要素を
合算して財政状況を判断します。各会計決算の
実質収支額の合計が赤字になる場合、比率が算
定されます。和水町では、全会計の実質収支額
の合計は１７億１，６８０万円の黒字となるため、
比率は算定されません。

　すべての会計と一部事務組合など、第三セク
ターを含めて、将来負担しなければならない額
を示した比率です。地方公共団体の負債(借金
の残高）の状況や将来の収支の見通しを明らか
にするため、新たに導入されました。この比率が
高ければ、標準財政規模に比べて将来負担が大
きいということになり、今後の財政運営が圧迫
される可能性があります。

実質公債費比率（6.4％）

連結実質赤字比率（赤字なし）将来負担比率（なし）

実質赤字比率（赤字なし）

　公営企業会計の資金不足額の事業規模に対
する比率です。比率は会計ごとに算定し、比率
が高ければ経営状況に問題があります。公営企
業のサービスは病院や下水道など、日常生活に
欠くことができないため、早期の経営健全に向
けて別途に比率が算定されます。和水町では４
の公営企業に関わる会計すべてにおいて、資金
不足額はありません。

※標準財政規模：地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう一般財源の総量（町税、地方交付税など）

　平成２６年度決算から見る和水町の財
政状況は、健全であるといえます。
　しかし、少子高齢化の進展による扶助
費の増加や国・県の厳しい財政状況の中
で、今後の財政運営は厳しくなることが予
想されます。
　こうしたことから、長期的な財政運営を
視野に入れ、歳入においては、町税などの
収納率向上や受益者負担の適正化および
新たな財源確保を図ること、歳出において
はスクラップ・アンド・ビルド（見直しと再編）
による事務事業の見直し、優先順位を付け
た投資事業の選定を行い、これまで以上に
堅実な財政運営を行ってまいります。
　町民の皆さんには財政事情の公表など
を通じてお伝えしていきま
すので、ご理解のほどよろし
くお願いします。

歳入額16億2,988万円
歳出額15億9,567万円
差引額       3,421万円

国民健康保険事業会計

歳入額16億8,729万円
歳出額15億　131万円
差引額   1億8,598万円

介護保険事業会計

歳入額5億  　89万円
歳出額4億8,382万円
差引額　      1,707万円

特別養護老人ホーム事業会計

歳入額8,360万円
歳出額6,563万円
差引額1,796万円

簡易水道事業会計

歳入額9,751万円
歳出額8,923万円
差引額   827万円

下水道事業会計

歳入額9,355万円
歳出額7,462万円
差引額1,893万円

特定地域生活排水処理事業会計

歳入額148万円
歳出額  12万円
差引額136万円

歳入額1億5,344万円
歳出額1億4,119万円
差引額　  1,225万円

春富財産区特別会計後期高齢者医療事業会計基金積立状況

歳入額     7,667万円
歳出額1億2,433万円
差引額  ▲4,766万円

病院事業会計〔資本的収支〕

病床数98床で入院は年間延べ
24,531人。外来は年間延べ
27,431人。健診受診者年間
延べ2,343人。

歳入額8億9,583万円
歳出額9億5,181万円
差引額   ▲5,598万円

病院事業会計〔収益的収支〕

和水町

健全段階 再生段階早期健全化
段階

0％ 12.5％ 20.0％

和水町 6.4％

健全段階 再生段階早期健全化
段階

0％ 25.0％ 35.0％

和水町

健全段階 再生段階早期健全化
段階

0％ 17.5％ 40.0％

和水町

健全段階 早期健全化段階

0％ 20.0％

和水町

健全段階 早期健全化段階

0％ 350.0％

（経営健全化基準）

※千円以下を四捨五入しているため、差引額の合計が合わない場合があります。
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資金不足比率（資金不足額なし）

資金不足比率（資金不足額なし）
公営企業会計4事業の資金不足額（赤字）の比率です。
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